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The special method adopted and developed by the present author is especially sui table in 
the case of blends with those synthetics that are too sensitive to heat treatments. 
It involves the dyeing and resin treatment of rayons in tow form， as described in the fore-
going paper， prior to the spinning through tow-to-top converting system， and then blending with 
those low temperature softening synthetics. 
This method can be expected to afford much more effectual results than the conventional one 
that purports the dyeing and the resin treatment after blending (i. e. those treatments on the 
blended yarns or fabrics)， because of the fact that in the latter case much limitation in treatments 
is inevitable owing to the different components and the low heat resisting property of the material 
in question; and only halfway treating methods are usual1y allowed. 
The theory here claimed is best demonstrated in those most illuminating and pronounced 
examples shown in the present paper in the cases of blends with “Presiton"， the resIn teated 
rayon by the speical method after the present author， and “Teviron"， the Japanese polyvinyl-
chloride fiber 
緒
最近は繊維界も漸く未曽有の不況から離脱した感があるが，技術的にみるとまだまだ決して安心
出来る訳のものでもなく，寧ろ色々の問題があると考えられる。合成系の著しい発達につれ，天然
特 日本化学会第12年会講演〔昭和34年4月4日京都)を敷えんした。
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系の綿，羊毛，絹の rollbackもいよいよ激化しつつあり，価格による攻勢も叉急であるので，質
と価格との兼合に於いて何れは批判される訳であろうから，下手をすると合成系同志でも甚しい競
合を免れない実情にある。
Rayonもこの間にあって無策に了ると遂には古典的繊維群に追いやられ斜陽化をまぬがれない
とも限らないであろ )0尤も最近は各メーカーに於いても，第一次的な各種の改質が試みられてお
るであろうから，必ずしも左程憂5べきでもないであろうが， といってそれだけでは到底時代の先
端を切る事は出来ないと思われるロ
2年前の 1-2月頃，所謂神武以来の不況の到来する前に，著者の一人は Rayonの tow状特殊
樹脂加工による高度改質と各種繊維特に合成系との混用に関して一新方策を提案し，化識の今後の
進むべき一つの道を発表した。そして昨年はその tow状樹脂加工の中間試験について大要を報告し
た。但しそれは特殊改質加工Vイヨ y (之を Presitonと仮称し，以後この表現を用いる事とした
い)100%の製品の場合について述べたのであるが，大略次の様な結論乃至見透を得た。
1. tow状で先染したものの tow状特殊予備加熱浸漬法による樹脂加工を達成し，樹脂液中への浸
漬10分間という条件も工業的に可能な見透を得た。
2. かくして得た加工towをPacificconverterを用いて tow-to-topconverting systemにより製糸
して充分強度の高いものが得られる事を確めた。
3. 本法ではかせ状樹脂加工に比し，樹脂加工斑の影響が直接製品に表れる事なし製品の均一度
を高め得る事が明らかとなったD
4. この新規の方法が，未だ充分な加工成積を挙げていないと考えられたが，而も甚だ有利な方法
である事は試作せられた製品の風合，その他に表れた特徴から明瞭であった白
等その他二，三であった。
蕊に本報はその続報であって，特にテピロジとの混用の二，三の例について記述する D
担て我々の採用して来た方法は前に言及した如く
a. tow-→台w状染色!ーす11ow状樹脂加工(特殊予備加熱浸漬法)l一一歩tow-to・topconverting 
system混紡一→製織の工程j慣を経て最終製品に作られる訳であるから固より従来法の次の諸
工程順に比し工業的に新規の方法である。
b. スプ綿紡績(白〉ーースブ糸 t:J)一一製織(白)一元夜蚕瓦備課否ER--l布状樹脂加工l
(文は人絹(白)) 一
c. スブ綿紡績〈白〕一-'，tJ~蚕夜茶葉盃トー製織〔色)一一|布状樹脂加工I (ギシガム式布の樹脂加工〕
d. スブ綿紡繍積((白ur
等の昭和2却8年度方式)
e. 1メプ綿染色トー紡績ω一製織〔色)一一!布状樹脂加工|
f. 1ヌフ綿染色J一一紡績岨)一一lかせ状樹脂加工ω(-一製織(色加)(或種のPile織物) (著者等の昭
和28年度方式)
g. Iスア綿染色[ーl綿状樹脂加工附|一一紡績L色加)一一製織(色加)(或種のスプ毛布の場合〉
今合成系その他と混用の際に当っては，上記a法は甚だ有利である。特に比較的低融点の合成系
との混用ものの加熱加工の場合，難染性のものとの混用の場合に於いてはその特徴は殆んど絶対的
といってもよい。即ちこれ等の合成系との混用の場合には， b法では混紡或は交織の布を染色した
り樹脂加工する事を含む。又， c， d，では混紡糸を染色したりそれ或はその布を樹脂加工したりし
なければならないD
又 d，f， gは比較的新らしい方法ではあるが， e， fに於いてはやはり混紡糸又はそれの布を樹
脂加工しなければならない。従って是等の場合に於いては混用のものの両者の成分の何れに対して
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も共に染色乃至加入じ上の最適条件を見出す事は殆んど不可能に近く ， 通'l l~~ は ー ー種の妥協的な条件で
染色乃至加工処浬を施す事が強いられている白然るに本報の a法に依れば紡結前に染色も樹脂加工
も行うのであるから前記b-f法に見られる以な制限を受けない。 従ってそれ等の制約からする技
術的困難から解放せられる IV~である D 従って染色に於いても樹脂加工に於いても出川成分の夫々の
繊維を単独又は別個に染色乃至改質)JIlこじを夫々の段通条1'1ムで充分に行っておき，然る後夫等を最も
好都合の条件でお互いにiU紡或いは交織 し得る訳であって，従って出用による製品は b-fの場合
に比 し， 遥かにより高い自由度でより良い結果が得られる事が期待出来る。
特に混用の一方の成分が染色性，耐熱性の何れか又は両者に於いて加工上の制限が大きい場合に
於いては，こ のa法の効果は最も大きく i時に絶対的な優点をもつものである。 この方法は我々が昭
和31年にtow方式を採用 した時に一つの大きい狙であったのであってその後予告 しておいたも ので
あるが，誌に本報に明らかな如く，上述の様な場合では予想メ以上の好成総の実例を確める事が出来
た事は淘に慶ば しい次第である D
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第 1 図
結果及び考察
第 2 凶
~ÎJ 報に於いての)Jr1てを施 した各椅の tow を用い Pacific converterを経て後 Tevironと混紡 し，
ゆくの 4種以の糸，ftlJち PCY-1，PCY-2， PCY-3， PCY-4を引た。それ等の杭々の条件は第 1
表に燭げナこo PCY-Oは遂に糸にならなかったものであるが，それ等のデータは甚だ参考になるo
即ち SB-1の towが糸にならなかったのは，converterで波型付けをする[1寺に折れたのであろう
が， この事はこの試料の結節強力が最小であった事及びその towで-作った電着 Pile布の Pileが
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5~ 1表 tow-to-top converting system を経
試料の組成及
ー 1*用一染料ー ljt紡比
Sirius Rubin 50(幼
(白 50
??
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?。
?
?
、?
?
?
?
PCY -1 FD-b 15d 1/5 ピンク箱ふり
Teviron 7 
PCY-2 
SC-1 15 Sirius Grecn BB 100 
SA-1 8 Sirius Rubin 100 
薄赤茶
FD-2b 8 Sirius Black K 50 青霜 ふり - I -. -~~ ~.U~" .u.. 
Teviron 7 I 白 50
SB-1 8 Sirius Grecn BB 50 緑 - I --. ---. _u ~~ 
Teviron 7 白 50
発 工業化試験の~~; 1報(連報館11報) 福井大工報，第7巻1，2号
制 鈴;ll報の第8表 cure条件の欄の流速12とあるは前後の関係からも明ら
註 誌に報ぜられているものの結節強度の一般に低いのは tow染色む jigger式で行い甚しく tensionがかか
1/5 
?
PCY -3 1/32 
PCY -4 1/32 
PCY-5 紡績不能
T. N.S 試験機の丸型摩粍子上に固定して一定の木綿布で摩粍試験を行っ完際の摩粍による JJç~落率
が余 り甚しかった事 ともよく 一致するo そしてこの結果からは，第 1表に便立上再録 したが tow
の予備加熱時間が8deにしては少 しばかり永すぎた感があり，特に cureの温度に対して， 時聞は
少々危険な所(通常10分間以内に対し121/5分)に突入 していたのではないかと考えられるo 樹脂
濃度及びI-jI間乾燥条件からも余り良い結果は期待出来ない 事も考えられる。 特に興味ある 事には，
SB-1は結節強力 2.0g，叉結節強度は全樹脂量より 概算する と0.229(g/d)kとなるoSAー 1及
びSC-1では夫々
0.255 (g/d)ι 及び
0.424 (g/dλ であ
るo SA-1は糸に
なっているのであ
るが， SC-1の方
が遥かに安定であ
る事は摩粍1見落率
がより小であり，
文未処理のそれと
の差がより 少い事
からも納得出来る
(第 1表右より第
3欄参照)。
従っ て前報で行
った電着によ って，
towを切ったもの
をpileとして布に第 3 図
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て副作された単一糸及び混紡糸の各種データ
び比率その他参考データ
i立長引函I(記T結叩J(ム了21言語Z25Eおイ]言語F幅広
-l-i-1-J閥均 1kg ーに
46. 0 18. 1 I 6. 6 I 3. 9 I 1. 47 (財1.60 (河) I 1300Cx 2T1
ー0.424 (g/d) I 未処理(1.32) (1. 44) I 1 ，){¥or''''' v. ? I 15% 
1300CX11t 
21.4 I 16.0 I 2.2 日1.66 2.37 I 1300Cx 2ι( 
I 0.255 (g/d) I 未処理(1.23) (1. 30) I 
1300Cx 12分
- I = I 11300Cて-
13.4 2.0 .. 1 9.6 I 甚だ多し I 1300Cx 2市 I 10% 
I 0.229 (g/d) I . i 
参照
かな如く 10.2米/分の書き誤りでここに訂正する。
り過ぎた試料で・あり，又樹脂加工としても色々の調整がまだまだ本調子にはなっていなかった為と考えられる。
固着しそのpileの摩粍脱落率を測定したのであるがやはりそれが性能判定のー尺度となっている事
が，之しいデータではあるが可成りよく立証せられた事は興味深い白
( i) 防措性，耐久性，防敏性の良好なモケット
模様入の高級モヘアのわなモケットを対照品として，第 l表中の PCY-4の糸を双糸として用
いてモヘアモケットのデザインにはめ込み試作せられたもの(第3図)について次の如き a-cの
諸試験を行った白
a. 綿布による摩粍試験
試料を夫々T.N.S万能型試験機の丸型摩粍子に一定の大きさのものをクランプによって国定し，
逆に綿布を摩粍布として摩粍試験を行った処，次の如く観察せられたo それは添附写真(第4図的
と説明から明らかであるが，今少し総括的に述べてみると (1)--(8)までの内奇数番は比較試
験に用いたモヘアモケットの結果で偶数番がPresiton/Teviron50/50のものであるo (1)， (2)を
みると荷重 1kgで5000回試験しても両者の実際に摩擦せられた部分は共に殆んど傷んで、いない。
試料は巾が 1cm摩擦部分の長さは往復試験で約2cmであるがモケットにかかる荷重としては大体
高々 1kg/口cm位とみて誤りないと思われる。そうとすればこれは実際の使用条件としては可成
り酷な位の条件であるo それは著者の大体の実測では相当体重の重い人でも 500g/Ucm位に見積
っておけば充分であって， 特に重い様な人でもこの様な人は座面も増すのであるから，めったに
1000 g/口cmを超える事はないと考えられる。併し運動し乍らこするので実際の実験は 3kgまで
実験したが 3kgでは 1000[i'i!までではどちらも大差なしこの写真のものからは Presiton/Teviron
のjjがモヘアよりもしっかりしている様である白((7)及び (8)比較〉
2kgの試験では，写真 (3)のモヘアでは2400回で既に綿布の方が明らかに少し破れ出している
のに (4)では3000回でも尚破れがより少い事が観察出来るo 処が 3kgかけた場合は (5)(6) 
であるが両者共に2000回で同じ程度か或いは (5)のモヘアの方がそれ自身少しよけいに傷んでい
る，のみならずやはりこの場合もモヘアの方が少しよけいに綿布を傷めている事がわかる。従って
車粍に用いた綿布の損傷する度合はモヘアの方が甚しい。又モケット自身の摩粍耐久性は後白ナン
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モヘアは寧ろ摩擦の相手の布を傷める度
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ドペーパーによる実験で明らかな如く同程度であるから，
i;(~ 4凶 作 Presiton(特妹改到レイヨシ)/Teviron50/50の高級モケッ トと対!日{品としてのモ
パ へアIfiJ種品との綿布による T.N.S.丸型エレメシト使用摩粍i討し験
PresitonjTevlron 
3kg 
1000 
モ ヘア
3kg 
1000 
PresitonjTevlron 
3kg 
2000 
モヘア
3kg 
2000 
PresitonjTeviron 
2kg 
3000 
モヘ ア
2kg 
2400 
PresitonjTeviron 
1kg 
5000 
モ ヘア
1kg 
5000 
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摩粍に用いた木綿布が，破れる度合はモへアの方が甚しいo liJちモヘアの方が)辛粍す心不1・をよりよ
く{おめるという事に日。(3 )と (4)，(5)と (6)参14。 V 
(3)， (5)， (6)為;の 二 線内の黒い肌
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合がより大きいと考えられるo これはモヘア繊維が Presiton/Tevionよりもより硬いためではない
かと思われるo この事はたしかに Presiton/Tevironの優点であるo
尚又綿布を換えて上図と同じ試験を行ったものが第4図bであって，完全防水加工を施した(ダ
シゼット加工の)ものでは 3kgで30000回こすっても殆んど原形のままである事がわかる(第4
図bの下段〉。
又同様に羊毛布でこすったものは第4図 Cに示した通りであるo
b. サンドペーパーによる摩粍試験
サシドペーパーを前の綿布に代えて摩粍試験を行った結果は第5図に示した。図の荷重は静止の
時に被試験試料に働くものであって，試験中は大体それに比例している筈である。 1kgまでは大略
一定の割合で切断回数は下って来ているがそれ以後 3kgまでは実際上こり荷重に関せずほほ一定
回数で切断している。そして荷重500g以後この範囲内では大体Presiton/Teviron試料の方がより
優秀である事がわかる。
第 5 図 第 6 図
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c. Pileの高さの復帰率
第6図に Presiton/Teviron及びモヘアの室温に於ける両者の値を各荷重により図示した白この
値は従来報告して来た圧縮の弾性回復率(或いは回復率として示したが)の表示とは少しく異って
いるo 圧縮率の極少の間は殆んど100近く回復するものもあるし， 100%には戻らないものもあるo
又かりに圧縮率殆んど100%のものが元高に復するとしても圧縮の弾性回復率は100%である訳であ
るが，圧縮率0%に近いものが，元の高さに復しても弾性回復率は 100%である。従って圧縮率と
回復率とはその物質により，圧力によって異るから一定物質の弾性回復率は夫々の物質により圧力
の強さによって夫々特有の値を示す(夫々特有の曲線となる)訳である。但し真のこの性質の大小
を知るためには圧縮率との積で表示すべきである白この回復率だけの表示が従来の表示である。但
しここでの表示は，ここで測定した様な条件でPileの高さが元の高さの何労まで戻るかという値に
過ぎない事を断っておく o
福井‘大i学て工学部研究報告第8巻第1・2号
この様にして得られた値からはモヘアの方がp 本条件の範囲内ではより高い荷重では回復率がよ
り少い様になっているo
荷重を更に増し，或いは荷重によっては加圧時間を遥かに永くすれば又別な値になる事もあり得
るo
特にTeviron100%の製品の場合は荷重を著しく大にすれば一種の筒旬も心配であるがPresiton/
Teviron 50/50箔では少くとも本条件で1.5--3 kg/口cmの様な相当大きな圧力の強さの範囲で
pileの復帰率は比較的高く叉モヘアよりも大きいことは確かであり結構な事であるo
但しほんとうの実用試験には体温程度の温度で遥かに長時間の加圧試験が必要であるかも知れな
いがその場合はせいぜい 500g/口cm程度までで充分であろうし，本実験では造かに高荷重での試
験であるので或程度の実用的な示標になるものとも思われる。
ぐi) Tufted carpet 
第 1表の PCY-l，PCY-2，及び PCY-3の3者を用いて tufted carpetを試作した。これは
住江織物の住吉工場でデザイ yされたものであって
Presiton/Teviron 75/25 (PCY -1， 50， PCYー 2，
Presiton/Teviron 50/50 (但しPCY-lのみ)
これ等は即座の圧縮の回復性は幾分劣る様であるが，
殊であるo
(ii) 防焔用着尺生地
従来羊毛の椛毛糸で造られた丹前等にも用いられていた着物用生地があるo 偶々これの横糸とし
て， PCY-3，及び PCY-4を単糸のままで用いた。是等はやはり伯は引かず，風合も甚だ良好で
あった。羊毛:Presiton : Teviron=50 : 25 : 25となる訳であるが，羊毛 100%のものよりも整理
も簡単であり，さらっとした感じであるo これは横糸として単糸ではめ込んだもので幾分すべり易
く改善の余地がある事が分ったが，撚った双糸ではおそらくすぺらなかったと想像せられる。 T.
N.S試験機による結果及び雛の性質等は夫々第7-11図に示した通りであるo
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これ等をみると wool-PCY-3のものでは経と横の性質が少し聞きすぎているが，防敏角(経十
横)では可成り良好である(第7及び8図参照)0次にwooljPCY-4 50/50の布については第9及
び10図に示した白この方は経及び緯の性質の走は少し敏回復率もより大きい。
¥試料記号 wool/ wool/ 
荷重¥ /PCY -3 /PCY -4 
500g 270.80 (回復角経十緯) 3000 (回復角経+緯〉
1000g 272.0 2940 
2000g 261. 7 2890 
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父第11図は雛回復角の時間的進行状態を示し
た。これによると 2kgの荷重で試験したもので
も15分もすれば，相当高い角度まで殆ど回復し
てしまうことがわかるo
但しこの種の布で他にも一二作ったものがあ
るが， この様な布は祖度を r~J めると殆ど制限な
く縮んで行くのが更に大きい欠点である o :1'-iし
適当にTevironの軟化点を大1[1に上昇せしめる
事が可能であれば甚だ興味ある事と考えられる
訳であるが，適度の温水処理によって著しくヂIJ
質を充実し風合を改善する事が可能であった。
併し更に少しく高温に曝らすと再び尚も収縮し
始め，全く実用にならない程度にまで幾らでも
縮もうとするのは甚だ残念で惜しい性質といわ
ねばならぬ。この点に関しては， Teviron白体
の改良以外ではPresitonの比率を更に高めそし
96 福井大学工学部研究報告第8巻第 卜2号
て相当かたく撚りをかけておくのもープjで、はないかと思われる。適当な機会にこの種の糸を試作し
てみたいと考えている。
(iv) Nylon， Presiton-Teviron混用の布
Tevironの収縮性を利用する興味ある布の一つは，Nylon， Presiton-Tevironの混用布である口
相当粗目の布を製織しておき一定の条件で熱処理を行う事によって，又その条件を選ぶ事によって
興味ある布質固定が最も簡単な方法で得られる。即ち或種の しぼ模様を現出 し， 又同時に第三次元
的に即ち厚|味をもった布が容易に得られるロ第12図はその 1例の写真である白 厚さ 44間隔/1口。のも
のが 1251河川/10日になっている。
第 12区1(a) 
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総 括
1. 本報に於ける tow状先染先樹脂加工後の tow-to・topconverting systemによる紡績混紡を行
い，然る後製織及び製品をつくる方式は特にTevironの様な低軟化点繊維を含む混紡或いは交織布
の樹脂加工に於いては，殆ど絶対的に有利であり，最も優秀な改質加工が出来る事を説明した。
2. PresitonJTeviron 50/50の糸で，高級モケットを試作し防焔性，摩粍耐久性， Pile recovery， 
耐摩擦性等の最も優秀なものを得，第 1項の事柄を立証した。特に被摩擦物を損傷する事が少いと
いう事実を見出したo 又以上の諸性質の外に虫害はなく，コストの点でも最も低廉である事が甚だ
有利であるo
3. Tufted carpetを試作し 100郊の Presitonのものに比し少しく柔軟な風合のものを得たo
各種の性能についてはまだ充分調べられていないロ
4. Wool/Presiton-Tevironの着尺生地を試作し，優れた風合と防雛性，耐久性，耐摩擦性，防焔
性をもつものを得た。而もこの試作品を通じ現状での欠点と将来の方策とを論じたロ即ち Teviron
の耐熱性の改善と Presitonの比率をより高める事が興味あるものとして期待せられる白
5. NylonJPresiton-Tevironの粗目の交織布についての試作から更に優秀な性能の布を期待し
得る事を言及した。
簡単な熱処理加工で，最も興味ある地質の充実と，模様効果の現出とを一挙に行い得る事を示し
た。又，かくして 2.8倍以上の第三次元的増需を招来する事が出来る事を示したD
6. 前報(中間工業規模に於ける試験の第1報， レイヨンの樹脂加工の通算第11報)に於いて
tow加工品の性能試験の一方法として採用した電着布の Pileを T.N.S.試験機の丸型摩粍子(第
1図〉上に固定して摩粍試験を行った時の Pileの脱落率は，結節強伸度，比較的過大な全樹脂量
(おそらく大部分が表面又は外部に近い樹脂量?)と共に towの可紡性の一つの指標となる事を確
める事が出来た。そして結節強度0.229(g/d)恥全樹脂量9.6%でPile脱落率の特に著しいもの，
即ち SB-l印の8dtowは遂に Pacificconveterによる紡績は不可能であった。又， 8 dのもので，
結節強度 0.255(g/d)kででも，全樹脂量は 7.8%でPile脱落率が未処理1.23%に対し， 1. 66箔
程度のものでは可紡であった事が判明した。又前者は予備加熱時間も Cure条件も過剰であったも
のである事が判明しているo
本報告は昭和31年度の文部省科学研究補助金の賜による研究の第2報である。又帝国人造絹糸株
式会社，住友化学工業株式会社，住江織物株式会社，南海毛糸紡績株式会社(順序不同)の各社の
尽大な御援助と御協力とに対しこの機会に深謝の意を表したい。又試織の労を賜った酒伊繊維工業
株式会社研究室，山岸殖産の両所に対して蕊に深謝するo
本報の測定は済木裕君に負うものであるo
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